
 1

.   ┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 
   ☆LCAF（エルカフ）通信☆ No.91 2025 年 9 月 30 日号  
  ┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 
 
少しだけ秋を感じるようになりました。今回は「LCAF からのお知らせ」だけの特別号です。 
 
_/_/_/_/ I N D E X _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 
・ISO 関連解説------------お休みです。 
・LCA の実務 mini   ---お休みです。 
・LCAF からお知らせ---WBCSD の Marvin Henry 氏を囲んで「削減貢献量」のセミナーを行い

ます。 
           グリーンウオッシュの本を和訳しました。 

[再掲です]CFP（カーボンフットプリント）算定研修[基礎編]を行います。 
・編集後記------------------秋ですね。。。 
 

■■ LCAF からのお知らせ ■■  

○ WBCSD の Marvin Henry 氏を囲んで「削減貢献量」のセミナーを行います。 

・Marvin Henry 氏は、本年(2025 年)7 月に発行された WBCSD（持続可能な開発のための世界経済

人会議）の削減貢献量ガイダンスの改訂版の主な著者です。Marvin Henry 氏は WBCSD の気候変動

アクションチームのディレクターとして排出削減、気候イノベーション、気候ファイナンスに関

する業務を統括しています。 

・このセミナーのセッション１では、WBCSD の削減貢献量のガイダンスの要点を解説してもらい

ます。また、セッション２では、削減貢献量の先の今後の展開の構想を聞きます。この構想には、

エネルギー・運輸・モビリティ分野における排出削減のセクター別詳細分析、イノベーションと

デジタル分野の強化、金融・政策関係者との継続的な連携などが含まれます。 

・私（稲葉）自身は、この将来展開の構想を聞くのが楽しみです。今後の産業界の活動の指針に

なると思います。「削減貢献量」の先の産業界の活動について議論したいと思います。 

・英語だけのセミナーですが、私が適宜日本語で解説します。現地参加とオンライン参加の機会

を設けました。 

・詳細及び参加申し込みは以下です。ご参加をお待ちしています。 

＜https://lcaf.or.jp/lcaf_seminar20251017/＞  

 

○ グリーンウオッシュの本を和訳しました。 

・「地球にやさしい? ―偉大なるグリーンウォッシュ」丸善出版が 9 月 30 日に出ます。3,190 円

（税込）です。国連職員などを経て、現在オーストラリアに住んでいる John Pabon 氏の「THE GREAT 

GREENWASHING」を私が和訳しました。 

・まず第一部で「グリーンウオッシュ」を「企業やその製品が実際よりも環境に配慮していると

いう誤った印象を与えること」と紹介し、その具体例を「グリーン・スピーク：はっきりした根

拠を示さずに、ふわふわした言葉や誤解を招く表示をすること」、「ミスディレクション：本当の

ことに触れずに宣伝したいことの方向に話を持ってゆくこと」、「グリーン・スキャミング：真実

が分かっていながらそれを隠し、儲けようとすること」の 3つに分類しています。 

・その後、第二部：企業セクター、第 3部：公共セクター（国連やそれぞれの国、IOC や FIFA な

どの国際組織）、第 4 部：影響を与える NGO や超富裕層及びセレブなどの個人、について記述し、

そのそれぞれで、国連や持続可能性についてのコンサルタントとして働いた著者の経験に基づい

て、「グリーンウオッシュ」についての、著者の考え方及び強い意見が示されています。 

・この著者の考え方には、私が同意できない部分もあります。また、この本一冊で、欧米の「グ

リーンウオッシュ」の全てを理解できるわけもありません。著者の考え方は、「グリーンウオッシ

ュ」についての一つの例であることを、皆さんと共有したいと思います。 
 

〇[再掲です] CFP（カーボンフットプリント）算定研修[基礎編]を行います。 

・第 1 回を 2025 年 10 月 16 日(木)の午後（4 コマ）に実施します。CFP の算定の流れと表示方法

などについて勉強します。9月 10 日に募集を開始しました。 

 詳細は、https://lcaf.or.jp/education/でご確認ください。 
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〇[再掲です] LCAF 事務所を移転しました。 
・新しい事務所は、〒160-0022 東京都新宿区新宿 1-10-2 渡辺ビル 5F です。 

https://lcaf.or.jp/2025/office2025/ 
東京メトロ丸の内線新宿御苑前駅から新宿通りを四谷方面（新宿 3 丁目と反対側）に歩き（徒 

歩 4 分）、新宿 1 丁目交差点の「コメダ珈琲店新宿御苑前店」の手前渡辺ビルの 5 階です。 
 
〇[再掲です] 新しい参考図書「基礎から学ぶ LCA～LCA の実施と活用～」を発行しました。 
以下からお申込みください。（3,000 円＋税＋送料）です。 
https://lcaf.or.jp/education/textbook/ 

 
■■ 編 集 後 記： 秋ですね ■■  
 食欲の秋、読書の秋などいろいろな秋が言われますが、私は、酸っぱそうな匂いの青いミカン

と、茹でた塩味の落花生が付き物の運動会を思い出します。私自身は、どんな競技もビリから 2
番という運動音痴で、一度も選抜されたことがありませんでしたが、最後のクラス対抗リレーが

好きでした。この間の世界陸上の 100mx4 は残念でしたね。 
 10 月 10 日は必ず晴れる特異日だそうで、1964 年（昭和 39 年）の東京オリンピックの開催日

でした。最近のオリンピックは、なぜ真夏にやるのでしょう。私が訳した「偉大なるグリーンウ

オッシュ」の著者は、「オリンピックを行う都市を固定して毎回同じ都市でやれば、競技場を新設

する必要もないので CO2 の削減になる」と言います。理論的にはそうですが、それだと何か面白

くないような気がします。私が地球のことを真剣に考えていないからでしょうか？ 
10 月 10 日は、しばらく「体育の日」の祝日だったので、この日にチューリップなど翌春に咲

く球根を植えることにしていました。最近は、10 月 10 日に植えると、秋のうちに育ちすぎてし

まうので、11 月になってから植えます。やはり、気候変動だと思います。 
 
 (LCAF 理事長 稲葉 敦） 
---------------------------------------------------------------------- 
ご意見,ご感想,この「LCAF 通信」の配信停止のご連絡はこちらまで 
lcaf-contact@lcaf.or.jp 
---------------------------------------------------------------------- 
一般社団法人 日本 LCA 推進機構 
Japan Life Cycle Assessment Facilitation Centre（LCAF） 
（エルカフと呼んで（読んで）ください） 
〒160-0022 東京都新宿区新宿 1-10-2 渡辺ビル５F 
電子メール：a.inaba@lcaf.or.jp 
電話：090-1423-0863 
URL:http://lcaf.or.jp/ 
 
 


